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令和４年１２月甲良町議会定例会 

一    般    質    問 

順番 質問者 質   問   事   項 答弁者 
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８ 番 

木村 修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、産業集積地の進捗は 

 ① 寄贈を受けて約８年経つが、今までの問い合わせ企

業数は。また、現地見学の企業数はどれくらいあった

か。（募集要領変更前） 

② 募集要領変更前に問い合わせがあった進出希望企

業へＤＭなどを送ったと聞いていたが、反応は。 

③ 募集要領変更後の問い合わせの状況は。（現地見学

とその他があれば） 

④ 過去に何度も質問してきたが、進出企業への優遇措

置はどうなっているか。アクセス道路・上下水道整備

の措置はあるようだが、特に税関系はどうなのか。 

⑤ 前回の質問で開発する態度を見せて欲しいと聞い

たところ、「県内の工業団地が少ない状況を鑑みて、

県の企業立地推進室の後押しにより進めていく」とい

う答弁だったが、どんな状況か。 

⑥ いろいろな自治体へ研修に行った事があり、個人的

にも聞いているが、どの自治体でも企業誘致の事は積

極的に考えている。彦根市も多額の財政調整基金を取

り崩し、その補填をする為に企業誘致等の考えがある

という新聞記事があった。本町議会は令和２年９月に

決議をした。再度聞くが、改めて開発する態度（やる

気）を見せて欲しいが見解を。 

 

２、学校給食について 

① 新しい給食センターでは、最高何食分作れて、現状

一日何食作っているのか。 

② 本町の学校には一日何食分配食されるのか。一日の

残食の平均割合は。 

③ 各地に給食センターがあるが、情報によるとこの地

区の給食の残食が多いと聞くが見解は。 

④ 本町では９月～３月は無償になったが、以前からの

滞納は未だ残っているのか。 

⑤ 給食無償化は来年度以降どのように考えているか。 

⑥ 大規模給食と小規模給食のメリットとデメリット

を、どのように考えているか。 
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７ 番 

丸山 恵二 

 

 

 

 

 

 

 

３、いじめ・不登校問題について 

 ① 昨年度全国の小学校で認知した「いじめ」が、約５

０万件（軽微なもの含めて）、暴力行為は約４.８万件

で過去最高である。中学校の「いじめ」は、約１０万

件、暴力行為は約２.５万件であった。全国でかなり

の数だが、本町の小・中学校での状況は。 

② いじめ問題の担当は誰か。 

 ③ 不登校は全国の小・中学校で約２４．５万人で過去

最高になった。本町の学校の状況は。 

 ④ 以前スマホの持込問題で、「いじめ」につながるの

ではと質問した事があったが、ここ数年で一人一台タ

ブレットを持つようになった。「ネットいじめ」の件

数も、昨年度全国で２万件を超え最多になった。本町

の学校の状況は。 

 ⑤ タブレットが一人一台配られたが、使用頻度の問題

が新聞に載っていた。学校内のネットワーク環境の問

題や研修機会の不足問題があるが、本町の状況は。 

 ⑥ ④の質問でスマホの事を言ったが、スマホ利用でＳ

ＮＳによる「いじめ」の発生があるようだが、本町の

状況は。 

 

 

１、 東小学校の学校施設の修繕について 

① 東小学校正門横の石垣が崩れており危険なため、早

急に修繕したほうがいいが、予定などはあるのか。 

② 東小学校のグラウンドの排水路について、樹木の

根が張り、排水ができないと聞く。修繕の予定はあ

るのか。 

 

２、保育園通園バスの園児置き去り事故の防止について 

① 保育園の通園バスでの園児置き去り事故が昨年の

福岡県に続き、本年９月に静岡県でも発生した。本

町も通園バスを使用しているが、国・県からの指導

や、置き去りを防ぐ機器の購入の補助などはあるの

か。 

② 事故を受け、本町ではどのような対策を行ってい

るのか。 
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順番 質問者 質   問   事   項 答弁者 
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９ 番 

建部 孝夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、国の臨時給付金対象外世帯への５万円給付事業の執行

を問う 

  町長の拒否権として再議に付された「臨時給付金対象

外世帯への５万円給付事業の修正補正予算」が３分の２

以上の特別多数決で議決した。 

  町長は、「事業を執行するか、否か。スケジュールをど

うするか。などを慎重に考えたい」と応じていたが、い

つ執行するのか。それとも、しないつもりか。 

 

２、町長の給与減額をめぐる知事裁定が棄却されたことを

問う 

  知事の裁定は、「本件審査の申立てには理由がないか

ら、本件審査の申立てを棄却する」、「町長提案の本件条

例案について否決すること自体が、議会の権限を超え、

または法令に違反するものと判断できる事情は無いと

解するべきである」とある。 

  また、「第６ 付言」には、「町長と議会は、いずれも選

挙で選ばれた住民の代表であり、対等の立場に立って、

相互の抑制・均衡のもとに、それぞれの役割を果たすべ

きものである」、「審査申立人（町長）と町議会は、こう

した事態の解決に向けて真摯に協議し、建設的な議論を

重ねることが望まれる」とあった。 

  町長は、「裁定書の中身を熟読し、適切な判断をして

いく」とコメントしているが、その判断・結論は出した

のか。今、どのように考え、思っているのか。 

 

３、野瀬町長の進退をあらためて問う 

  先(７月)の臨時会において、町長の辞職勧告決議が特

別多数決的（９対１）に可決された。 

  かねてより町長は、「議会には、謙虚で真摯に誠意を

もって対応（臨む）していきたい」と述べていた。 

  ７月以降、上２件等の事件が惹起したが、議会や町民

への対応はどうであったのか。 

 あらためて、野瀬町長の辞職を強く求める。 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 4 - 

順番 質問者 質   問   事   項 答弁者 
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６ 番 

阪東 佐智男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、除雪対応を問う 

 ① 今年度の除雪業者等の準備（路線）はどうか。 

（延長距離・業者選定数） 

② 集落へのお願いや集落からの要望に対して、建設水

道課に集落責任者等との会議を開催すると町長が回

答した。プラス方向へ解決されているか。 

（路線要望・集落助成の金額ベース） 

③ 議員の一般質問で、農業機械のアタッチメントの除

雪機械への補助検討も問いにあったが、検討と実施の

めどは。 

④ 今年度も昨年と同様の場合の資金手当てはどうか。  

県や国の対応はどうか。 

 

２、町道農免道路除草について問う 

 ＪＡカントリーより上の町道（農免道路）のり面の草丈

が長く、交差点付近の見通しが悪いため、先日も車同士

の事故寸前であった。適度な頻度で除草を必要とする

が、道路管理者としてどのように改善するのか。除草対

策として道路拡張整備も対策と考えられるが、アクシヨ

ンプログラムも頓挫して、計画すらどうなっているか町

として示されていないが、今後の見込みは。 

 

３、農業支援政策について問う 

 ① 先日コメ余りで２２才以下の家庭に支給をしたが

反応は。 

・拒否された家庭は。 

・年次計画として今後も可能なのか。 

② 他の町では、米価下落により町が価格補填、大型特

殊免許支援等を積極的に実施しているが、本町は基幹

産業と言いながら何の支援もないが、どのように考え

ているか。 
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４、農地・環境と農業を問う 

 ① 全国で高齢化や米価低迷を背景に水田や里山の多

くが荒地に変わりつつあり、本町も人ごとではないと

思うが、町の考え方は。 

中間地ではあるが、農業人口減少で荒地続出。 

（特に白地等の面積の小さい所や水利の利便が悪い部分） 

② 国は平成 15 年ぐらいに、担い手集約に舵取りして

きたが、今になり半農半Ｘを認めたその背景はどこに

あるのか。町として半農半Ｘの舵取り方法は。 

③ 農業・環境・河川の３分野の維持管理は生物多様性

に大きく関わりもっており、その生物が生息する環境

づくりに農家の役割が大きく関わっている。今後本町

の農業が直面する課題に、今から県や国と協議し計画

づくりをすべきと考えるが。 

 

５、図書発注について問う 

  毎年図書の購入をしているが、その時期と購入にあた

っての図書選定の起案から購入までのプロセスと、町民

への新刊入手についての周知をどのような方法でして

いるか。 

 

６、知事裁定より問う 

  知事裁定の付言の中に、両者に対して短い文章で、現

在の状況では住民への悪影響が生じるため、事態の解決

に向けて真摯に協議し、建設的な議論を望まれるとのこ

とだが、町長としての受けとめはどうか。 
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順番 質問者 質   問   事   項 答弁者 
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２ 番 

岡田 隆行 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、空き家増加による野良猫などの対策について 

 ① 本町において、空き家増加に対する野良猫などの苦

情はあるか。 

② 改正動物愛護管理法とは。 

③ 本町において該当する業者は把握しているか。 

④ 苦情などの相談は受けているか。対応はどのように

しているか。 

⑤ 地域猫活動（ＴＮＲ活動）とは。 

⑥ 近隣、特に彦根市や多賀町では、行政としてもＮＰ

Ｏ法人などと協力して、このような活動の取り組みを

し、協力体制があるが、本町の取組はあるか。 

 

２、持続可能な地域づくりに貢献する最新技術・サービス

について 

① デジタル田園都市国家構想とは。 

② 自治体ＤＸとは。 

③ 本町における住民の利便性を向上させる取り組み

のため、最新の技術（デジタル化やＡＩ）を取り入れ

るべきだが、何か計画はあるか。 

④ 本町の人材不足や煩雑な事務手続きを解消するた

め、デジタル化やＡＩの活用をするべきだが、何か計

画はあるか。 

⑤ 今後、自治体ＤＸを推進するため、本町においても

（仮）デジタル推進室などを設置し、これからの人材

不足や業務効率化を図るため、検討委員会を立ち上

げ、早急に取り組むべきだと思うが、今後の見通しや

検討は。 

 

３、テレワーク利用拠点の整備とサテライトオフィス誘致

事業について 

 ① コロナ禍の中における地方創生につなげる起爆剤

として、テレワーク利用拠点やサテライトオフィス誘

致事業が注目を浴びているが、本町としての取組はあ

るか。 

② この事業を行い、普及・定着するための課題や問題

点は。 
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１０ 番 

西澤 伸明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 政府は２０２０年度の第三次補正予算案で「地方創

生テレワーク交付金」１００億円を創設し、各自治体

も活用に動き出しているが、本町としては検討がある

か。 

 

 

 

 

 

１、 町民の暮らし応援こそ第一の課題 

 政府の経済失政で異常な円安を招き、物価高騰は予想を

超える速さで食料など生活必需品、ガソリンなどが値上が

りし、くらしを直撃。一方、賃金は上がらず、年金は切り

下げられ、高齢者の医療費は２倍に。その上、介護保険の

大改悪まで狙われている。町政は一番身近な行政として

「くらし応援」を優先すべきである。 

 ⑴ 議会議決された５万円給付の予算について 

① 議会議決で予算化された施策を執行しないつも

りか。 

② コロナ禍に加え物価急騰の中で、分け隔てなく住

民支援が必要では。 

③ 「所得２００万円以下の世帯支援」「お米２０キ

ロ支援」という不十分なままで終わることはできな

いのではないか。 

⑵ 補聴器補助について 

① 加齢による難聴をどのように認識しているか。 

② 先の議会で請願が採択、議決された決議と意見書

に対する受け止めは。 

③ 生活支援か健康増進対策か、目的の焦点は何に定

めていると認識しているか。 

④ 自治体キャラバン（１１月７日）での回答の意味

は。 

⑶ 消費税の減税、インボイス制度の中止について 

① 消費税が日本経済、国民生活等に与えた影響をど

のように認識しているか。 

② インボイス制度導入に対し懸念の表明をすべき

と考えるが。 
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２、ごみのない環境に優しい経済社会めざして 

⑴ 過去のゴミ処理行政の総括が必要ではないか。 

⑵ 新ごみ処理施設整備計画に関し、 

① 従来計画路線と並行して「トンネルコンポスト方

式」の検証開始を決めた経緯は。 

② トンネルコンポスト方式の課題、ごみ処理方式の

確立に向けては、どのように取り組むか。 

③ 「ごみの抜本的減量計画策定」の進捗状況報告。

その重要性についての認識は。 

④ 生産者拡大責任制とは。 

⑤ 仮称「資源回収法」について、どのような見解か。 

 

３、財政危機宣言について 

① 「宣言」を発した狙いと効果を問う。 

② 「財政調整基金」積立額の根拠とその目的は。近い

将来、通常支出ではない特別な計画があるのか。明ら

かに。 

③ 町民のくらし・経営応援を縮小する理由にしてはな

らないのでは。 

 

４、マイナンバーカードの問題点について 

① とりわけ、保険証を廃止し、マイナンバーカードに

統合する政府案についてどう考えるか。 

② 政府挙げてのキャンペーンにもかかわらず普及が

少ない要因を何と認識しているか。 

③ 情報漏洩などの負の問題点を客観的に知らせると

ともに、行政として普及することは控えるべきと考え

るが。 

 

５、住宅新築資金返還請求の現状と課題について 

① 家族・一族・相続人などにも争いを引き起こし、広

く町外の人々にも「今頃なんてことを」など町政への

信用を大きく傷付けていることなど、長年放置してい

たことで生じる問題点への認識は。 

② 貸付元金、約定利息さえも欠損（控訴中だが）して

いるが、深刻な総括・検証を行っているか。 

 

 

 

 

 

住民人権課長 

 

町長 

 

住民人権課長 

 

住民人権課長 

 

住民人権課長 

町長 

 

 

町長 

町長 
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③ 貸付契約も交わし、担保も設定しており、（早い遅

いに関係なく）法的手段（調停・支払い命令・訴訟）

に訴えれば町が勝てないことはあり得ず、弁護士委託

を止めて職員で提起できるのでは。 

④ この訴訟で弁護士への費用総計を年度別、種目別の

詳細および現時点までの総合計額の資料提出を。 
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